
1

支庁の風
平成19年7月１日＜隔月＞

支庁広報　第38号
発行所

東京都八丈支庁総務課
〒100-1492

八丈島八丈町大賀郷2466-2
Tel:04996-2-1111 Fax:04996-2-3601

Mail:S0000048@section.metro.tokyo.jp

青
ヶ
島
港
に
「
青
翔
橋
」
完
成

　
こ
の
春
、
青
ヶ
島
（
三
宝
）
港
に
完
成
し
た

「
青
翔
橋
」（
せ
い
し
ょ
う
ば
し
）
の
開
通
記
念

式
典
（
主
催:

青
ヶ
島
村
）
が
５
月
９
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

式
典
に
は
関
係
者
の
ほ
か
、
全
小
・
中
学
校

生
及
び
多
く
の
島
民
が
参
加
し
て
、
橋
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
青
ヶ
島
で
は
、
平
成
８
年
の
大
規
模

崩
落
に
よ
り
大
千
代
港
が
使
用
不
能
と
な
っ
て

お
り
、
青
ヶ
島
港
が
唯
一
の
港
と
な
っ
て
い
ま

き
ゅ
う
し
ゅ
ん

す
。
し
か
し
、
そ
の
背
後
地
は
急
峻
な
崖
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
崩
落
の
危
険
性
が
高
く
、

こ
れ
ま
で
に
も
崖
崩
れ
が
発
生
し
て
道
路
が
通

行
不
能
に
な
る
な
ど
、
大
き
な
問
題
を
抱
え
て

き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
東
京
都
で
は
崖
崩
れ
に
よ
る
被

害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、
橋
と
擁
壁
を
組
み

合
わ
せ
た
形
で
、
道
路
を
海
側
へ
移
設
す
る

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

 
 

完
成
し
た
「
青
翔
橋
」
と
臨
港
道
路
は
、
幅

が
７
ｍ
、
全
体
延
長
が
１
６
６
ｍ
（
う
ち
橋

の
長
さ
は
62
ｍ
）
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
15

年
度
か
ら
４
年
の
期
間
と
約
20
億
円
の
事
業

費
を
か
け
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
式
典
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
穏
や
か

な
晴
天
の
下
、
主
催
者
で
あ
る
菊
池
村
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
三
井
八
丈
支
庁
長
の
工
事

報
告
に
引
き
続
き
、
川
島
都
議
会
議
長
、
難

波
国
土
交
通
省
港
湾
空
港
部
長
の
来
賓
挨
拶

が
行
わ
れ
、
最
後
に
東
京
都
港
湾
局
の
樋
口

技
監
か
ら
橋
梁
命
名
者
の
方

と
橋
梁
銘
文
を
作
成
し
た

青
ヶ
島
小
中
学
校
生
徒
さ
ん

へ
の
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、

く
す
玉
開
き
の
セ
レ
モ
ニ
ー

と
続
き
、
還
住
太
鼓
の
鼓
動

が
響
く
中
、
参
加
者
全
員
で

橋
の
渡
り
初
め
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
「
青
翔
橋
」
の
開
通
に
よ
り
、
島

の
生
命
線
で
あ
る
青
ヶ
島
港
へ
の
安
全
な
交

通
路
が
確
保
さ
れ
、
橋
の
名
前
の
と
お
り

「
青
ヶ
島
の
さ
ら
な
る
飛
躍
と
発
展
」
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

皆
さ
ん
も
「
青
翔
橋
」
開
通
で
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
青
ヶ
島
港
を
、
ぜ
ひ
訪
問
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

　 
 

港
湾
課
管
理
係 
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１
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感謝状の贈呈

橋の渡り初め

テープカット

青翔橋の全景

東京都ホームページ:http://www.metro.tokyo.jp
八丈支庁ホームページ:http://www.soumu.metro.tokyo.jp/09hatijou/index.html
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八
丈
支
庁
で
は
、
平
成
19
年
度
予
算

と
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
５
月
14
日
に

八
丈
町
議
会
と
町
執
行
部
に
、
18
日
に

は
八
丈
町
、
24
日
に
は
青
ヶ
島
村
の
各

団
体
や
地
域
の
代
表
者
を
対
象
に
し
た

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
と
質
疑
応
答
に
つ
い
て
、

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
八
丈
町
関
係
】

○
シ
ナ
ジ
ー
ス
キ
ー
ム
事
業
の
実
施
に

よ
る
商
工
業
活
性
化
を
支
援
し
ま
す
。

○
観
光
関
連
施
設
設
置
に
つ
い
て
補
助

し
ま
す
。

○
林
道
整
備
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

○
鉄
骨
ハ
ウ
ス
、
ロ
ベ
ネ
ッ
ト
ハ
ウ
ス

の
建
設
を
補
助
し
ま
す
。

○
都
市
計
画
道
路
の
第
４
期
区
間
の
う

ち
、
２
２
０
ｍ
を
構
築
し
ま
す
。

○
三
根
３
期
（
尾
端
〜
七
島
信
用
組
合
）

の
う
ち
、
２
１
０
ｍ
を
構
築
し
ま
す
。

○
歴
史
民
俗
資
料
館
〜
馬
路
間
の
う
ち
、

50
ｍ
を
構
築
し
ま
す
。

○
八
高
１
期
（
大
中
上
〜
空
港
道
路
）

の
う
ち
、
２
５
０
ｍ
を
構
築
し
ま
す
。

○
神
湊
（
底
土
）
港
と
八
重
根
漁
港
に

防
波
堤
の
ケ
ー
ソ
ン
１
函
を
据
え
付
け

ま
す
。

○
八
重
根
港
に
用
地
整
備
の

た
め
の
鋼
枠
据
付
１
函
、
神

湊
漁
港
で
防
波
堤
改
良
・
擁

壁
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

【
青
ヶ
島
村
関
係
】

○
花
き
生
産
振
興
用
ス
ト
ロ
ン

グ
ハ
ウ
ス
の
整
備
や
池
之
沢
の

農
道
整
備
を
補
助
し
ま
す
。

○
大
千
代
復
旧
治
山
工
事
を

行
い
ま
す
。

○
都
道
改
修
工
事
と
し
て
、

金
土
ヶ
平
の
擁
壁
20
ｍ
の
構

築
と
中
原
地
区
の
物
件
調
査
、

池
之
沢
の
路
面
補
修
工
事
を

管
内
事
業
説
明
会
を
開
催

19年度当初 18年度当初 前年比

総　　務　　課 199,588 189,895 105.1%

産　　業　　課 938,398 811,496 115.6%

土　　木　　課 2,590,167 2,040,969 126.9%

港　　湾　　課 3,999,473 3,671,900 108.9%

7,727,626 6,714,260 115.1%

14,186 14,013 101.2%

35,984 49,140 73.2%

91,468 113,425 80.6%

3,783 3,783 100.0%

145,421 180,361 80.6%

7,873,047 6,894,621 114.2%

（単位：千円）

平成１9年度八丈支庁管内東京都事業予算

合　　計

島しょ保健所八丈出張所

農水センター八丈事業所

（ 水 産 振 興 係 ）
農水センター八丈事業所

（ 園 芸 振 興 係 ）

小　　計

八
丈
支
庁

小　　計

教育庁八丈出張所

２
２
０
ｍ
行
い
ま
す
。

○
青
宝
ト
ン
ネ
ル
の
照
明
改
修
を
行
い
ま

す
。

○
青
ヶ
島

（
三
宝
）
港
の
護
岸
防
波
の
建

設
と
臨
港
道
路
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
大
賀
郷
園
地
で
ク
ロ
ー
バ
ー
や
カ
ラ
ス

ノ
エ
ン
ド
ウ
な
ど
の
植
物
が
芝
を
駆
逐
す

る
勢
い
で
生
育
し
て
い
る
。
利
用
す
る
部

分
だ
け
で
な
く
周
辺
部
も
管
理
し
て
頂
き

た
い
。

Ａ
（
土
木
課
長
）
大
賀
郷
園
地
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
場
合
、
多
目

的
広
場
等
の
芝
刈
り
を
年
５
回
、
周
辺
部

の
草
刈
り
も
年
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
八
丈
島
は
草
木
の
成
長
が
非
常
に
早
い

た
め
、
本
土
の
都
市
公
園
と
比
較
し
て
も

芝
刈
り
や
草
刈
り
の
年
間
回
数
を
多
く
し

て
い
ま
す
。

　
支
庁
と
し
て
は
利
用
部
分
だ
け
で
な
く

周
辺
部
も
適
切

に
維
持
管
理
し

て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
大

賀
郷
園
地
の
維

持
管
理
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま

す
。

Ｑ
　
島
し
ょ
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

八
丈
事
業
所
（
旧
水
産
試
験
場
）
で
は

展
示
施
設
の
一
部
を
住
民
や
観
光
客
に

解
放
し
て
、
水
族
館
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
が
、
更
な
る
充
実
を
望
む
。

Ａ
（
農
水
セ
ン
タ
ー
所
長
）
平
成
17
年

度
に
老
朽
化
し
た
展
示
水
槽
の
補
修
工

事
を
行
い
、
18
年
度
は
展
示
用
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
を
更
新
す
る
な
ど
、
限
ら
れ
た

予
算
の
中
で
、
見
学
者
の
ご
期
待
に
お

応
え
で
き
る
よ
う
創
意
工
夫
し
、
展
示

機
能
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

研
究
成
果
を
展
示
す
る
な
ど
、
他
施
設

と
の
連
携
の
あ
り
方
も
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　
八
重
根
交
通
広
場
の
対
策
と
し
て

防
風
・
防
潮
林
・
石
垣
等
の
整
備
を
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
（
土
木
課
長
）
広
場
周
辺
住
民
か
ら

以
前
よ
り
ご
要
望
を
受
け
て
お
り
、
風

害
や
塩
害
等
に
つ
い
て
は
十
分
に
認
識

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
西
條
商
店
前

の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
、
高
さ
３
ｍ
の
防
風

柵
の
設
置
や
植
林
を
行
う
予
定
で
す
。

設
計
内
容
に
つ
い
て
は
、
既
に
町
及
び

周
辺
住
民
か
ら
合
意
を
得
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
大
賀
郷
園
地
の
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス

の
拡
大
を
望
む
。

Ａ
（
土
木
課
長
）
ご
要
望
を
受
け
、
現

八丈町住民代表者向け説明会

〔
八
丈
町
関
係
の
主
な
質
疑
応
答
〕

飛躍継続 プラス1万人 ２００７
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在
、
車
の
乗
り
入
れ
が
で
き
な
い
芝
生

広
場
の
一
部
を
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時

の
駐
車
場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
利
用
者
の

利
便
性
を
図
る
観
点
か
ら
、
試
行
し
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
約
70
台
程
度
新
た
に

駐
車
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
事
前
に
確
認
し
た
い
こ
と

が
あ
る
の
で
、
早
め
に
土
木
課
ま
で
相

談
し
て
頂
き
た
い
。

Ｑ
　
防
災
倉
庫
は
坂
上
地
区
に
も
あ
っ

た
方
が
い
い
の
で
は
。

Ａ
（
総
務
課
長
）
支
庁
で
は
三
根
地
区

に
水
防
倉
庫
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
、
坂
上
地
区
に
水
防
倉
庫

の
設
置
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

 
 

し
か
し
、
大
規
模
な
地
震
等
の
自
然

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
島
内
に

あ
る
全
て

の
資
源
を

活
用
し
て
、

初
動
対
応
、

応
急
対
応

を
行
う
必

要
が
あ
る

と
考
え
て

い
ま
す
。

　
特
に
、
坂
上
・
坂
下
間
を
結
ぶ
都
道

循
環
線
に
つ
い
て
は
、
島
内
の
建
設
業

者
が
所
有
す
る
重
機
器
等
を
調
達
し
て
、

速
や
か
に
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
回
復
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
八
丈
町
の
地
域
防
災
計
画
で
も
、
災

害
対
策
基
本
法
に
基
づ
い
て
、
八
丈
島

ト
ラ
ッ
ク
協
会
、
八
丈
島
建
設
業
協
会

な
ど
を
「
指
定
地
方
公
共
機
関
」
と
し

て
指
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
八

丈
町
防
災
会
議
や
防
災
訓
練
の
場
を
活

用
し
て
、
官
民
が
連
携
し
た
災
害
対
応

能
力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

〔
青
ヶ
島
村
関
係
の
主
な
質
疑
応
答
〕

Ｑ
　
船
揚
場
の
と
こ
ろ
に
海
か
ら
上
る

施
設
を
作
っ
て
欲
し
い
。
現
在
は
還
住

丸
が
着
岸
す
る
旧
堤
防
か
ら
し
か
上
り

下
り
で
き
な
い
。
事
故
等
で
海
に
落
ち

た
と
き
の
た
め
に
梯
子
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
と
危
険
が
少
な
い
。

Ａ
（
港
湾
課
長
）
上
り
下
り
し
や
す
い

よ
う
梯
子
を
付
け
て
安
全
か
と
い
う
議

論
も
あ
り
ま
す
し
、
ど
の
程
度
保
つ
の

か
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
村
に
対
し
て
来
年
度
の
要
望

を
確
認
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
強
い
要

望
が
あ
れ
ば
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

Ｑ
青
ヶ
島
港
の
整
備
に
つ
い
て
、
今
後

ど
の
よ
う
に
整
備
を
し
て
い
く
の
か
、

全
体
計
画
を
示
し
て
欲
し
い
。

Ａ
（
港
湾
課
長
）
現
在
、
基
本
的
に
新

堤
防
と
物
揚
場
の
延
伸
と
い
う
計
画
で

進
ん
で
い
ま
す
。

　
港
湾
の
本
局
や
役
場
と
相
談
し
て
、

お
示
し
で
き
る
計
画
に
つ
い
て
は
お
示

し
た
い
。

　
総
務
課
行
政
係 

℡
２
─
１
１
１
１

　

　
東
京
都
で
は
、
都

税
を
納
期
内
に
納
税

し
て
い
な
い
方
に
、

納
税
の
督
促
や
催
告

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
自
動
車

税
の
納
期
限
は
毎
年
５
月
31
日
で
す
が
、

未
納
の
方
に
対
し
て
督
促
状
を
発
付
し

ま
す
。
ま
た
、
督
促
を
発
付
し
て
も
未

納
で
あ
る
方
に
対
し
て
は
、
催
告
書
や

差
押
予
告
通
知
書
な
ど
を
送
付
し
て
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
の
納
税
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
督
促
と
催
告
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

○ 

督
促･

･
･

納
期
限
ま
で
に
納
税
し
て

い
な
い
場
合
に
、
納
税
者
に
納
税
を
促

す
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
督
促
状
を

発
付
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経

過
し
た
日
ま
で
に
納
税
が
な
け
れ
ば
、

差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

○ 

催
告･

･
･

督
促
状
を
発
付
し
て
も
納

税
し
て
い
な
い
場
合
に
、
さ
ら
に
納
付

を
催
告
す
る
も
の
で
す
。
督
促
と
は
異

な
り
、
文
書
だ
け
で
な
く
、
電
話
や
自

宅
等
に
職
員
が
直
接
出
向
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
　

　
総
務
課
税
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
１

　
東
京
都
で
は
「
東
京
都
青
少
年
の
健

全
な
育
成
に
関
す
る
条
例
」
の
も
と
、

青
少
年
の
福
祉
を
阻
害
す
る
恐
れ
の
あ

る
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
不
健
全
な

図
書
や
ビ
デ
オ
等
を
指
定
し
て
、
販
売

や
貸
し
出
し
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

　
支
庁
で
は
、
島
内
の
書
店
や
ビ
デ
オ

店
を
訪
ね
、
都
が
指
定
し
た
不
健
全
な

図
書
や
ビ
デ
オ
等
が
販
売
・
レ
ン
タ
ル

さ
れ
て
い
な
い
か
を
実
地
に
調
査
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
図
書

類
の
販
売
方
法
に
つ
い
て
も
、
店
舗
の

レ
ジ
な
ど
か
ら
容
易
に
監
視
で
き
る
場

所
に
陳
列
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　
書
店
や
ビ
デ
オ
店
を
経
営
す
る
方
に

は
、
引
き
続
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

 
 

総
務
課
福
祉
係 

 

℡
２
―
１
１
１
２

青ヶ島村での説明会

青
少
年
の
健
全
育
成
に
ご
協
力
を
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「
督
促
」
と
「
催
告
」
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日
頃
、
八
丈
空
港
を
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
例
年
、
夏
季
シ
ー
ズ
ン
は
、
駐
車
場

が
満
杯
に
な
り
、
駐
車
場
の
中
の
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
上
に
ま
で
駐
車
す
る
車
が

出
て
し
ま
い
ま
す
。
空
港
駐
車
場
内
の

混
雑
緩
和
と
事
故
防
止
の
た
め
、
次
の

点
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
　
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
前
の
道
路
は
全

面
駐
車
禁
止
で
す
。

　
お
出
迎
え
の
自
動
車
は
、
「
出
迎
え
専

用
待
機
場
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
　
空
港
駐
車
場
は
、
繁
忙
期
で
の
長

期
駐
車
を
禁
止
し
て
お
り
ま
す
。

　
上
京
の
際
は
、
出
来
る
限
り
自
動
車

の
乗
り
合
わ
せ
・
タ
ク
シ
ー
利
用
な
ど

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

③
　
駐
車
中
は
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
車
上
狙
い
防
止
の
た
め
、
た
と
え
短

時
間
で
あ
っ
て
も
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
さ

れ
る
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
空
港
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
行
す
る

　
と
き
は
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
ラ

　
イ
ト
を
点
灯
す
る
よ
う
改
め
て
お
願

　
い
い
た
し
ま
す
。

　
八
丈
島
空
港
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
２
─
０
１
６
３

八
丈
島
空
港
　
駐
車
場
・
道
路

　
利
用
の
お
願
い

 
 

八
丈
町
が
田
園
空
間
整
備
事
業
で
整

備
し
た
三
根
矢
崎
の
「
和
泉
体
験
農
園
」

に
お
い
て
、
第
４
回
目
の
田
植
え
体
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
田
植
え
体
験
の
目
的
は
、
八
丈
島
の

米
作
り
の
歴
史
と
文
化
を
子
ど
も
た
ち

に
伝
承
す
る
こ
と
と
、
水
の
大
切
さ
を

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

 
 

５
月
24
日
と
６
月
１
日
に
三
根
小
学

校
と
大
賀
郷
小
学
校
の
５
年
生
が
総
合

学
習
の
時
間
を
利
用
し
、
田
植
え
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

生
徒
た
ち
は
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
、

し
ろ

か

先
生
や
保
護
者
た
ち
も
手
伝
い
「
代
掻

き
」
作
業
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
児

童
全
員
が
一
列
に
な
り
自
分
た
ち
の
小

学
校
で
育
て
た
苗
を
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

 
 

ま
た
、
６
月
16
日
に
は
、
一
般
島
民

か
ら
参
加
者
を
募
っ
た
八
丈
島
田
園
空

間
整
備
運
営
委

員
会
主
催
の
第

４
回
田
植
え
体

験
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
初
め
に
同
委

員
会
の
佐
々
木

会
長
や
来
賓
の

方
々
か
ら
子
供
の
頃
の
体
験
談
を
聞
き
、

島
の
米
作
り
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

加
茂
川
会
と
ち
ょ
ん
こ
め
会
の
皆
さ
ん

か
ら
は
、
八
丈
太
鼓
に
合
わ
せ
た
踊
り

に
よ
り
、
昔
の
田
植
え
の
風
景
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

 
 

そ
の
後
、
末
吉
小
学
校
の
児
童
も
参

加
し
て
、
同
委
員
会
副
会
長
の
大
澤
幸

一
さ
ん
に
稲
の
苗
の
植
え
方
を
教
わ
り

な
が
ら
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

 
 

植
え
た
苗
は
、
秋
に
稲
刈
り
を
し
て

餅
米
を
収
穫
し
ま
す
。
稲
刈
り
を
し
た

後
に
は
、
餅
つ
き
や
山
羊
肉
の
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

 
 

皆
さ
ん
の
植
え

た
苗
の
成
長
と
田

園
風
景
を
ぜ
ひ
見

に
来
て
く
だ
さ

い
。

　
産
業
課
農
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
３

和
泉
体
験
農
園
で
田
植
え
体
験

飛躍継続 プラス1万人 ２００７

　
東
京
都
で
は
、
工
事
の
請
負
や
物
品

の
買
入
れ
契
約
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
「
電
子
入
札
制
度
」

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
八
丈
支
庁
で
は
、
工
事
案
件
は
18
年

度
か
ら
、
委
託
案
件
も
19
年
度
か
ら
電

子
入
札
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
入
札
時
の
来
庁
が
不

要
に
な
る
な
ど
入
札
希
望
者
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ど
な
た
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
入
札
結
果
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
総
務
課
経
理
係
　
℡
２
―
１
１
１
１

電
子
入
札
の
導
入

   加茂川会の石投げ踊り

    田植えを行う参加者
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八
丈
高
校
で
は
、
地
域
の
皆
様
に
図

書
室
の
一
般
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
開
放
日
】
毎
週
日
曜
日
※

【
時
間
】
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
利
用
内
容
】
主
に
閲
覧

・
新
書
本
と
文
庫
本
の
み
貸
出
し
ま
す

（
一
人
４
冊
、
２
週
間
ま
で
）

※
学
校
行
事
等
の
際
は
臨
時
休
業
あ
り

　
こ
ん
に
ち
は
八
高
で
す
！

図
書
室
開
放
の
ご
案
内

　
今
年
度
か
ら
新
し
い
必
修
教
科
と
し

て
「
奉
仕
」
の
授
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
授
業
で
は
「
単
に
体
験
を
す
る
」

だ
け
で
な
く
「
奉
仕
」
に
関
す
る
知
識

や
内
容
・
方
法
を
学
び
、
そ
れ
ら
を
基

に
具
体
的
な
活
動
を
計
画
し
、
「
今
、
社

会
で
は
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
」
、

「
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
と
い
う

こ
と
を
考
え
実
践
す
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
。

　
体
験
活
動
中
の
八
高
生
を
見
か
け
ま

し
た
ら
、
ど
う
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼ 

今
後
の
体
験
活
動
予
定
（
全
日
制
）

【
内
容
】
地
域
清
掃

【
場
所
】
植
物
公
園
、
大
賀
郷
園
地
、
　

　
　
　 

大
潟
浦
園
地
、
横
間
海
岸
、
　

　
　
　 

ヤ
ケ
ン
ヶ
浜
等

【
日
時
】
７
月
６
日
（
金
）
午
前
中

　
　
　 

７
月
20
日
（
金
）
午
前
中

※
10
月
、
12
月
に
も
地
域
清
掃
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼ 

今
後
の
体
験
活
動
予
定
（
定
時
制
）

【
内
容
】
夜
間
地
域
巡
視

　
八
丈
町
消
防
本
部
の
ご
協
力
を
得
て
、

７
月
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

の
基
本
実
技
を
学
び
ま
す
。

　
10
月
に
は
八
丈
島
警
察
署
の
指
導
に

よ
る
護
身
術
を
習
得
し
ま
す
。
そ
れ
ら

を
活
か
し
、
11
〜
12
月
に
地
域
の
町
会

と
協
力
し
て
地
域
の
安
全
、
美
化
活
動

を
行
な
う
予
定
で
す
。

　
　
八
丈
高
校
経
営
企
画
室

　
　
　
　
　
　
　
℡
２
―
１
１
８
１

「
奉
仕
」
の
授
業
が
始
ま
り
ま
す

　
６
月
13
日
、
底
土
海
岸
に
お
い
て
、

三
根
小
学
校
の
１
〜
３
年
生
の
皆
さ
ん

と
町
役
場
と
協
力
し
て
、
害
虫
に
強
い

新
種
の
ク
ロ
マ
ツ
苗
１
０
０
本
を
植
え

ま
し
た
。

　
底
土
海
岸
の
ク
ロ
マ
ツ
林
は
、
皆
さ

ん
に
快
適
な
木
陰
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
冬
場
の
強
風
、
飛
砂
、
塩
害
、
万

一
の
津
波
の
被
害
か
ら
人
命
や
畑
、
道

路
な
ど
を
守
る
重
要
な
森
林
で
す
。
そ

の
た
め
、
森
林
法
の
保
安
林
に
指
定
さ

れ
、
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
最
近
で
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
（
い
わ
ゆ
る
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
）

の
被
害
な
ど
に
よ
り
枯
れ
た
木
が
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
植
栽
場
所
は
砂
地
で
厳
し
い

環
境
で
す
が
、
植
え
た
木
が
大
き
く
育

ち
、
浜
遊
び
な
ど
の
木
陰
と
し
て
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
こ
う
し

た
植
栽
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
産
業
課
林
務
係
　
℡
２
─
１
１
１
３

大
き
く
育
て
！

　
　  
み
ん
な
の
ク
ロ
マ
ツ

 

〜
免
許
更
新
の
検
査
と
講
習
会
〜

　
日
時
　
７
月
19
日
（
木
）

　
場
所
　
八
丈
支
庁
３
階
大
会
議
室

　
受
付
　
７
月
13
日
（
金
）
ま
で

　
な
お
、
検
査
・
講
習
は
、
八
丈
島
以

外
で
も
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
産
業
課
林
務
係
　
℡
２
―
１
１
１
３

１ 

試
験
の
種
類

　
甲
種
火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者
試
験

　
乙
種
火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者
試
験

　
丙
種
火
薬
類
製
造
保
安
責
任
者
試
験

２ 

試
験
日
時

　
８
月
26
日(

日)
 

午
後
１
時
か
ら

３ 
願
書
受
付
期
間

　
６
月
26
日(

火)

〜
７
月
５
日(

木)

４ 

受
付
場
所
・
時
間

 
(

社
）
全
国
火
薬
類
保
安
協
会

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

 
 
 
(土

・
日
曜
日
を
除
く)

平
成
16
年
度
に

　
狩
猟
免
許
を
受
け
た
方
へ

火
薬
類
に
関
す
る

 
 

　
知
事
試
験
の
実
施

　
※
郵
送
の
場
合
は
、
７
月
５
日
ま
で

 
 
 の

消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効

５ 

試
験
会
場

　
八
丈
支
庁
３
階
会
議
室

６ 

そ
の
他

　
受
験
願
書
一
式
、
産
業
課
商
工
係
に

 

ご
ざ
い
ま
す
。
℡
２
―
１
１
１
３

　

飛躍継続 プラス1万人 ２００７
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園
地
の
利
用
案
内

　
夏
を
迎
え
る
と
、
島
内
各
地
で
「
浜

遊
び
」
を
楽
し
む
光
景
が
み
ら
れ
ま
す
。

海
沿
い
の
大
潟
浦
園
地
や
南
原
園
地
が

最
も
利
用
さ
れ
る
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
園
地
は
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
が
、「
浜
遊
び
」
な
ど
で
休
憩

舎
や
炊
事
施
設
、
広
場
を
利
用
す
る
場

合
は
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
事
前
の

申
込
み
に
よ
る
利
用
と
さ
せ
て
い
た
だ

八
丈
小
島
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
夏
が
到
来
し
、
釣
り
や
ダ
イ
ビ
ン
グ

な
ど
で
八
丈
小
島
を
訪
れ
る
方
も
多
く

な
り
ま
す
。
小
島
に
渡
る
皆
さ
ん
は
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
下
さ
い
。

１
　
小
島
で
の
宿
泊
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。

２
　
小
島
の
ノ
ヤ
ギ
は
許
可
を
受
け
な

　
け
れ
ば
捕
獲
で
き
ま
せ
ん
。

３
　
建
物
や
記
念
碑
等
の
工
作
物
は
許

　
可
を
受
け
な
い
と
設
置
で
き
ま
せ
ん
。

　
ル
ー
ル
を
守
り
、
夏
の
八
丈
小
島
を

楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
務
課
行
政
係
　
℡
２
―
１
１
１
１

　
昨
年
４
月
、

八
丈
島
漁
協
連

合
女
性
部
に
よ

る
朝
市
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
、
１
年

３
ヶ
月
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。

　
朝
市
で
は
、
女
性
部
の
手
づ
く
り
に

よ
る
ト
ビ
ウ
オ
の
す
り
身
や
季
節
の
水

産
物
加
工
品
等
が
販
売
さ
れ
ま
す
。
ム

ロ
ア
ジ
の
メ
ン
チ
カ
ツ
や
餃
子
な
ど
、

八
丈
島
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
も
登
場

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
魚
の
産
地
直
送
の
受
け
付
け

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
１
　
日
　
時

 

　
　 

毎
月
第
３
土
曜
日

 

　
　 

午
前
９
時
〜
11
時

 
 

２
　
場
　
所

 

　
　 

底
土
漁
師
小
屋
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〜
海
で
遊
ぶ
皆
さ
ん
へ
〜

　
東
京
都
で
は
、
水
中
銃
（
ヤ
ス
は
除

く
）
や
ア
ク
ア
ラ
ン
グ
等
を
使
っ
て
魚

な
ど
を
獲
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
丈
島
（
八
丈
小
島
を
含
む
）

や
青
ヶ
島
の
周
り
に
は
漁
業
権
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
漁
業
者
以
外
は

ト
コ
ブ
シ
等
の
貝
類
、
イ
セ
エ
ビ
、
テ

ン
グ
サ
な
ど
の
海
藻
を
獲
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
楽
し
く
海
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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海
の
利
用
ル
ー
ル

い
て
い
ま
す
。

　
申
込
み
は
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
土
木
課
で
受

付
け
て
い
ま
す
。

　
夏
期
は
申
込
み

が
多
い
時
期
で
す

の
で
、
ご
確
認
の

う
え
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
　
土
木
課
管
理
係 

２
―
１
１
１
４

毎
月
第
三
土
曜
日
は

漁
協
女
性
部
朝
市
の
日
で
す

飛躍継続 プラス1万人 ２００７

７～８月　八丈ビジターセンター行事予定

実施日 内　容

 ７月　８日（日）  植物公園季節調査会

 　　２１日（土）  夜の昆虫観察会

 　　２２日（日）  三原山縦断トレッキング

 　　２８日（土）  八丈学講座（川の生き物観察会）

 　　３０日（月）  潮だまり探検隊

 ８月　５日（日）  三原山縦断トレッキング

 　　１２日（日）  植物公園季節調査会

 潮だまり探検隊

 夏の星空観察会

 　　１９日（日）

 　　２６日（日）

 　　２５日（土）  八丈学講座（巣箱を調べよう）

 ・毎週 土、日、祝祭日：植物公園ガイドウォーク　

詳細は八丈ビジターセンターまで　電話２－４８１１

 夏休み子供クラフト教室

 　　１３日（月）


